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取扱説明書           
ステアリング・ロック 品番：♯１４１６４０００ 型式：ＰＭ１５８Ｋ 

 

１，使用方法 

①鍵をキーシリンダーに差し込み、時計回転方向に止まるまで回してください。 

②ハウジングに上フック側シャフトを押し込んでください。 

③鍵を反時計回転方向に回して、キーシリンダーから抜き取ってください。 

④キーシリンダーから鍵を抜き取ると、ハウジングからシャフトを引き出せますが押し込む事は出来ません。下フックをハンドル

に引っ掛け、ハウジングから上フックを引き出して、下フックを取り付けたハンドルの位置から一番遠い所のハンドルに上フッ

クを引っ掛けてください（使用例参照）。 

⑤本機が確実にロックされ、ハンドルから外れない事を確認してください。 

⑥ハウジングがドアのフレームや座席、フロントガラス等に当たって、ハンドルが回らない事を確認してください。 

⑦本機をハンドルから取り外す時は、鍵をキーシリンダーに差し込み、時計回転方向に止まるまで回して、ハウジングに上フック

側シャフトを押し込んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２，注意事項  

△！ 警告 この警告文に従わなかった場合、死亡、又は重傷を負う危険性があるもの。 

①本機を装着した状態では、絶対に運転しないでください。ハンドル操作をする事が出来ない為、重大事故に繋がる恐れがありま 

す。 

 

△！ 注意 この警告文に従わなかった場合、ケガを負う恐れのあるもの、又、製品に重大な破損を招く恐れのあるもの。 

①本機は盗難予防用ですので、万一盗難等の事故が起きても当社では責任を負えませんのでご了承ください。 

②鍵の複製は当社では出来ません。ご了承ください。又、スペアキーは必ず別の場所に保管してください。 

③鍵が無い場合はクレームを受ける事は出来ません。 

④本機の分解、改造は絶対にしないでください。本来の能力を発揮出来なくなる恐れがあります。 

⑤本機はハンドルに装着して、ハンドルの回転を妨げる機器です。その他の用途には使用しないでください。 

⑥本機を初めて使用する時は、ハンドルに傷が付かない事を確認してください。 

⑦本機に破損、変形がある場合は、直ちに使用を中止してください。 

⑧鍵を時計回転方向に回した時は、ハウジングから上フック側シャフトは抜けます。上フック側を下に向けたり、本機を振り回し

たりしないでください。ハウジングから上フック側シャフトが飛び出してケガをする恐れがあります。 

⑨車に使用する時は、本機のハウジングがドアのフレームや座席、フロントガラス等に当たってハンドルが回らない事を必ず確認

してください。ハンドルが回る場合は、本機を装着しても、盗難予防の効果はありませんので、その車には使用しないでくださ

い。 
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